
地

球

第
二
十
四
潜

節
五
紙

烹

八

】ニ

六

聾
者
の
月
化
石
群
の
場
合
と
同
株
で
あ
る
｡

銅
今
村
氏
の
表
に
は

Latrunctus
j.aPOnicu
s
が
爆
げ
ら
れ
て
居
わ
､
筆
者
の
衣
に
は

L
atrunctuse
t
a
t

us
が
撃

げ
で
あ
る
が
､
此
の
相
異
は
同

‥
種
に
封
す
る
鑑
定
の
相
異
で
あ
る
と
の
奴
が
多
分
に
あ
る
｡
即
ち

L
.

japon
i
cus

と
L
.
e
l
atus
は
非
常
に
近
似
せ
る
種
で
あ
っ
て
'

Sh
out
de
r

f
o
rm

が

t
a
b

u
late
で
あ
る
か
(
e

t

a
t
.I
S
)

或
は

roun
d

で
あ
る
か
に
依
っ
て
両
者
が
区
別
せ
ら
れ
て
居
る
に
過
ぎ
ず
､

従
っ
て
若
し
鑑
定
の
基
準
が
､

此
の
両
者
の

差
異
を
単
な
る
地
方
的
鼻
化
乃
至
は
佃
悼
嘩
化
と
見
る
事
に
澄
か
れ
た
場
合
に
は
､
L
.
1
ela
tu
s
は

L
.
ja
p
o
nicus

に
併
合
さ
れ
て
し
ま
ふ
か
ら
で
あ
る
｡

(
未
完
)

楼

島

噴

火

の
橡
想

緒

言

大
正
三
年
二

九

一
四
年
)
一
月
大
活
動
以
後
の
鎮
静

を
破
っ

て本
年
九
月
横
島
が
二
十
二
年
振
-
ほ
噴
煙
を

上
げ
た

ので
一
時
大

い
に
世
人
を
威
か
し
た
｡
此
の
噴

煙
は
昭
和
六
年
四
月
の
口
永
良
鞘

島

爆

登

を
前
脳
と

本

間

不

二

男

し
､
昭
和
九
年
九
月
以
来
大
活
動
を
行
っ
て
新
に

一
島

を
形
成
し
た
硫
黄
島
東
方
海
上
の
海
底
火
山
活
動
等
に

よ
っ
て
衷
さ
る
霧
島
火
山
帯

下
の
岩
壁
張
力
の
伸
張
に

多
少
影
響
せ
ら
れ
､
岩
華
中
の
揮
教
成
分
の
極
小
部
分

が
横
島
火
山
下
の
既
存
裂
糠
を
破
っ
て
山
上
は
漏
れ
出



で
ね
こ
と
は
其
の
原
凶
.の

1
を
求
む
べ
き

で
あ
-b
う

が
ー
他
の
原
因
は
潜
時
の
大
横
､
殊
は
降
鞘
畳
の
多
か

っ
た
事
に
侯
つ
べ
き
も
の
と
息
は
れ
る
｡

横
島
大
噴
火
の
事
績
さ
は
有
史
時
代
に
於
け
る
過
去

少
-
も
三
回
の
歴
史
は
於

い
て
明
か
で
あ
る
｡
即
ち
'

一

基

の
前
駆
と
し
て
火
山
性
の
地
震
を
頻
馨
し
'
人
々

を
し

て不
安
に
堪

へ
ぎ
ら
し
止
る
も
の
が
あ
-
､
次
い

で
大
爆
馨
を
起
し
'

1
.
両
日
の
後
熔
岩
の
噴
出
を
見

る
｡
二
噴
煙
は
最
初
山
頂
よ
-
上
る
も
暫
時
に
し
て
山

腹
噴
火
に
移
-,hP
熔
岩
は
常
に
山
腹
よ
-
流
出
す
｡
ヨ

梯
島
大
活
動
期
以
前
永
-
横
島
常
北
牢
海
岸
は
緩
慢
在

る
上
昇
を
披
け
'
噴
火
数
年
前
に
は
海
岸
の
上
昇
状
態

が
漸
や
-
世
人
の
注
意
を
惹
起
す
る
に
至
る
｡
四
樟
島

大
活
動
の
後
数
ヶ
月
に
亘
-1
噴
火
以
前
上
昇
を
頂
け
た

る
地
域
は
精
々
著
し
き
沈
降
を
行
払
.
其
れ
よ
-
以
後

再
び
上
昇
む
頂
け
る
等
の
顕
著
在
る
経
過
を
不
す
の
で

あ
る
0
叉
た
各
活
動
期
間
の
時
間
的
間
隔
は
於
い
て
約
七
O

C
年
､
三
〇
〇
年
及
び

二
二
C
年
の
活
動
休
止
の
後
文

租
払
昧
火
の
激
怒

明

･
安
永
及
び
大
正
の
噴
火
が
行
は
れ
､
約
二

･
三
の

等
比
級
数
を
以
っ
て
其
の
間
隔
が
減
じ
っ
つ
あ
る
を
以

っ
て
'
此
の
勢
以
を
以
っ
て
進
め
ば

一
九
七
三
年
頃
次

の
大
活
動
が
起
る
も
の
と
息
は
れ
る
｡
而
し
て
此
の
間

隔
は
忍
ば
棟
島
教
育
の
噴
火
記
錬
七
〇
八
年
と
第
二
回

の
記
銘
七
六
四
年
複
数
年
に
亘
る
活
動
と
の
時
間
的
間

隔
に
近
似
す
る
.

攻
に
梯
島
を
構
成
す
る
熔
岩
を
多
数
分
析
せ
る
山
口

排
撃
士
の
研
究
粘
基
に
よ
れ
ば
棟
島
よ
-
噴
出
す
る
火

山
岩
の
成
分
凝
化
に
は

一
定
の
規
矩
あ
か
､
有
史
時
代

の
熔
岩
に
就

い
三
百
へ
ば
古
き
79
の
宥
酸
性
に
し
て
､

新
し
さ
も
の
翠
鰯
基
性
で
あ

る
｡
然
も
大
正
噴
火
の
際

流
出
せ
る
熔
岩
の
中
､
最
初
の
も
の
は
磯
島
を
皆
時
構

成
せ
る
岩
石
の
最
79
頗
韮
性
在
る
も
の
と

一
致
し
て
居

つ
ね
が
､
山
口
排
撃
士
の
大
正
第
二
期
熔
岩
と
命
名
せ

る
も
の
は
既
存
横
島
熔
岩
の
如
何
な
る
79
の
よ
-
も
歯

基
性
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡
而
し
て
此
の
革
質
は
樺
島

今
後
の
活
動
を
二
つ
の
預
憩
に
導
-
葦
に
な
る
｡
即
ち

其
の

一
は
次
の
大
噴
火
は
際
し
て
横
島
よ
-1
噴
出
さ
る

志
九

二
七



地

球

節

二
十
円
潜

る
熔
岩
の
化
撃
成
分
が
元
に
選
っ
て
既
存
横
島
熔
岩
の

酸
性
在
る
も
の
と
各
ぼ
似
た
る
化
撃
成
分
を
拝
つ
か
､

其
の
土

は
次
の
大
噴
火
に
際
し
て
楼
島
よ
-
噴
出
さ
る

る
熔
岩
が
有
史
時
代
の
活
動
に
於

い
て
流
出
せ
る
熔
岩

成
分
塵
化
の
傾
向
を
其
の
儀
階
乗
し
て
乾
に
盤
基
性
な

る
熔
岩
を
流
出
す
る
か
で
あ
る
.

以
上
二
つ
の
漁
憩
の
内
第

一
の
場
合
で
は
横
島
噴
出

岩
の
化
撃
成
分
は
今
日
既
は

一
の
梅
鮎
に
達
し
で
ゐ
る

の
で
あ
る
か
ら
'
次
の
活
動
期
迄
に
は
多
分
従
来
の
活

動
休
止
期
間
よ
-
久
し
い
休
止
即
ち
七
百
年
以
上
の
休

止
が
縛
け
ら
れ
､
其
の
後
に
凍
る
活
動
は
有
史
時
代
に

於

い
て
嘗
て
其
の
比
を
兄
ざ
る
激
烈
在
る
爆
発
と
在
っ

て
始
る
か

或は
数
年
に
亘
る
大
活
動
と
在
る
も
の
と
想

像
n
れ
る
.
叉
72
第
二
の
場
合
で
は
其
の
･岩
石
の
化
学

成
分
中
珪
酸
分
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
に
下
る
の
で
あ

る
か
ら
有
史
時
代
の
噴
火
と
は
典
つ
ね
滑
動
様
式
を
持

つ
様
に
在
る
も
の
と
息
は
れ
る
.
而
し
て
此
の
場
合

に

於

い
て
も
活
動
は
大
爆
発
を
以
つ
y
始
め
ら
れ
､
ゲ

エ

ヌ
デ
ィ
オ
が
七
九
年
以
来
神
童
し

て
活
動
を
撹
け
て
ゐ

第
五
娘

貢

〇

三
八

る
様
に
､
第
二
の
横
島
火
山
が
永
年
の
沈
獣
の
後
は
生

れ
出
で
活
動
の
休
止
す
る
乙
と
夜
d
J活
火
山
に
塾
じ
で

仕
舞
ふ
か
も
し
れ
氾

但
し
次
の
噴
火
に
於

い
て
流
出
さ
る
る
熔
岩
が
大
正

熔
岩
と
瓶
似
し
極
-
少
し
-
膝
蓋
性
を
噂
す
程
度
を
ら

ば
'
楼
島
最
古
の
活
動
と
第
二
回
目
の
記
録
と
の
間
の

期
間
即
ち
上
述
の
六
十
年
弱
の
間
隔
を
海
F
u
一
九
七
三

年
頃
に
行
は
れ
る
79
の
と
像
想
さ
れ
る
｡

何
れ
に
し
て
も
梯
島
は
岩
石
畢
的
に
見
y
r
東
要
在

る
活
動
の
晒
換
期
に
立
っ
て
居
る
の
で
あ
る
｡
而
し
て

次
の
大
活
動
期
迄
に
は
荷
ほ
久
し

い
鎮
静
期
が
あ
る
か

或
は

一
九
七
三
年
頃
に
大
活
動
期
を
迎

へ
た
後
永

い
鎮

静
期
に
入
る
も
の
で
､
其
れ
迄
は
本
年
九
月
の
活
動
に

粗
似
し
た
小
活
動
が
荷
は
数
回
繰
～,h速
へ
さ
れ
る
か
も

知
れ
伯
が
大
噴
火
は
殆
ど
起
-
さ
う
に
瓜
は
れ
聖

其
の
押
由
を
次
は
少
し
-
詳
し
-
述
べ
る
｡

樫
島
噴
火
の
歴
史

九
州
は
太
京
よ
･Ja
文
化
に
浴
し
た
地
域

で
あ

る

か

ら
ー
樫
島
暁
火
の
歴
史
も
比
較
的
育
-
よ
-
現
は
れ
七



ゐ

る

0

棲

島
火
山
活
動
の
歴
史
は
和
銅
元
年
即
ち
七
〇
八
年

が
最
も
古
-
此
の
時
向
島
(楼
島
の
有
名
)が

一
夜
に
し

て
湧
出
し
た
と
言
は
れ
'
其
の
後
七

1
八
年
及
び
七
六

四
年
以
後
数
年
間
の
活
動
が
記
録
さ
れ
カ
後

l
四
六
八

年
迄
七
宵
年
の
永
さ
に
亘
も
金
-
記
録
が
覆

い
の
で
あ

る
｡
而
し
て
之
は
金
-
横
島
が
何
等
活
動
を
不
さ
な
か

つ
た
rJ
と
を
物
語
る
も
の
で
､
霧
島
出
に
就
い
て
は
此

の
間
七
八
八
年
､
九
四
五
年
'
二

一
二
年
､
二

六
七

年
'

一
二
三
五
年
'
叉
た
開
聞
番
で
は
八
七
四
年
及
び

八
八
五
年
の
大
活
動
を
差
し
爽
ん
で
八
六
〇
年
よ
み
八

八
五
年
に
亘
る
活
動
が
記
録
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
.

即
ち
第

一
に
横
島
が
七
〇
八
年
以
後
約
十
年
及
び
七

六
四
年
以
後
数
年
間
の
二
回
の
大
小
活
動
の
後
'
七
官

年
の
久
し
さ
に
亘
-
衣
-
活
動
し
な
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
rJ
TU
を
記
憶
し
老
け
れ
ば
在
ら
ぬ
｡

横
島
の
其
の
次
の
大
活
動
は
文
明
の
噴
火
と
し
て
知

ら
る
も
の
で
あ
る
0
此
の
活
動
の
前
駆
は

一
四
六
八
年

に
現
れ

一
四
七

一
年
に
第

一
回
の
大
爆
教
と
熔
岩
の
流

槻
･i?
噴
火
の
激
怒

揖
と
が
島
の
北
東
腹
に
起
-
､

一
四
七
三
年
の
小
活
動

を
経
て

.L
四
七
五
年
第
二
回
の
大
活
動
が
島
の
北
東
腹

と
南

閣部
に
題
か
､

一
四
七
六
年
の
第
三
回
目
の
大
活

動
に
際
し
て
南
酉
部
火
口
群
よ
-
熔
岩
を
流
出
し
た
の

で
あ
る
｡
即
ち
北
兼
部
の
大
燃
降
､
寓
々
西
部
の
燃
崎

が
此
の
活
動
期
に
成
生
し
た
の
で
あ
る
｡

此
の
文
明
噴
火
に
於

い
て
は
活
動
期
が
八
年
の
長
さ

に
亘
っ
た
革
が
記
憶
さ
れ
な
け
れ
ば
在
ら
ぬ
｡

文
明
噴
火
後
の
横
島
の
小
活
動
は

一
六
四
二
年
､

一

六
七
八
年
､

一
七
〇
六
年
に
記
録
せ
ら
れ
､
霧
島
で
は

一
五
二
四
年
､

一
五
五
四
年
よ
み

一
七
〇
六
年
迄
小
噴

火
十
五
回
､

1
七

二
ハ
･
七
年
の
大
活
動
等
が
記
錬
n

れ
て
ゐ
る
｡
而
し
て
有
名
在
る
安
永
噴
火
の
行
ほ
れ
た

の
は
一
七
七
九
年
で
あ
る
か
ら

一
四
七
六
年
以
後
三
百

年
飴
の
鎮
静
期
が
あ
っ
た
静
で
あ
る
｡

安
永
大
噴
火
の
前
駆
は
一
七
四
二
年
の
小
噴
火
に
現

れ
､
其
の
後

一
七
四
九
年
p

l
七
五
六
年
'

一
七
六
六

年
の
小
噴
火
が
あ
っ

て
一
七
七
九
年
の
大
噴
火
が
鹿
か

爾
後

一
七
八
二
年
迄
殆
ど
檎
槙
的
に
活
動
を
行
っ
た
｡

票

-

三
九



地

球

鱒
二
十
四
金

此
の
機
飴
活
動
は
一
七
八
三
年
､

7
七
八
五
年
､

一
七

九
〇
年
､

一
七
九

一
年
'

一
七
九
七
年
､

Lt
七
九
九
年

等
約
十
七
年
に
亘
っ
て
縛
け
ら
れ
た
｡
此
の
大
槽
動
糊

の
中

一
七
七
九
年

二

月
九
日
に
は
南
岳
宙
腹
及
び
北

岳
北
兼
腹
よ
わ
爆
磯
の
後
は
熔
岩
を
流
出
し
､

一
七
七

九
年

一
一
月
二

一
日
よ
少
翌
年

一
一
月
迄
に
牝
兼
海
上

に
八
筒
の
小
島
を
湧
出
せ
し
め
た
｡

即
ち
安
永
の
噴
火
は
其
の
前
駆
及
び
残
飴
情
動
と
見

倣
す
べ
き
も
の
を
計
算
す
れ
ば
五
十
八
年
の
長
さ
一旦
-

大
活
動

期
も
約

一
ヶ
年
に
亘
つ
カ
の
で
あ
る
｡

安
永
噴
火
の
後
大
正
三
年
即
ち

一
九

一
四
年
迄
約
百

十
五
年
の
間
の
鎮
静
期
に
於

い
て
横
島
は

-I
八
六
〇
年

及
び

一
八
九
九
年
の
小
噴
火
を
行
っ
て

ゐ
る
ほ
過
ぎ

ぬ
O
此
の
間
霧
島
は
一
八
二
二
年
に
小
噴
火
を
な
し
た

後

久
し
-
活
動
を
休
止
し
､

l
八
八
〇
年
以
後
横
島
の

活
動
に
先
立
っ
て

一
八
八
七
年
よ
与

<I
九
〇
三
年
迄
は

断
宿
し
て
活
動
を
つ
づ
け

.L
時
鎮
静
の
後

一
九

一
三
年

に
数
回
の
活
動
を
行
っ
て
､
楼
島
の
大
正
噴
火
に
及
ん

だ
0

飾
五
紙

票

二

四
〇

大
正
噴
火
の
記
鉄
は
甚
だ
豊
富
で
あ
る
か
ら
今
苗
に

詳
述
す
る
を
婁
し
覆
い
O
大
正
噴
火
の
火
山
活
動
前
駆

は
寧
ろ
霧
島
に
行
は
れ
た
る
が
如

き
形
式
を
と
ら
横
島

に
於
い
て
は
活
動
が
金
-
集
魚
に
麗
ら
､
文
明
･安
永
雨

大
噴
火
に
際
し
前
駆
活
動
が
楼
島
に
数
年
以
前
は
現
れ

カ
の
と
可
成
-
其
の
趣
き
を
異
に
し
て
ゐ
る
｡
又
先
太

正
噴
火
の
大
活
動
期
は
殆
ど
二
二
二
月
位
に
限
ら
れ
'

其
の
小
噴
火
は
断
擬
し

て
一
両
年
に
及
ん
で
居
る
け
れ

ど
も
､
之
れ
又
ね
文
明

大噴
火
が
六
年
の
久
し
さ
に
亘

少
､
叉
ね
安
永
大
噴
火
が
二
年
以
上
に
及
び
且
つ
磯
飴

活
動
が
十
七
年
の
久
し
さ
に
及
ん
だ
も
の
と
は
頗
る
其

の
趣
き
を
異
に
し
て
ゐ
る
｡

文
明

･
安
永
及
び
大
正
大
活
動
の
経
過
を
比
較
す
る

ほ
先
の
79
の
轟
活
動
期
が
長
い
｡
然
し
其
の
熔
岩
流
出

畳
は
後
程
大
量
で
あ
る
｡

次
に
活
動
休
止
期
の
長
さ
を
比
較
す
る
ほ
文
明
噴
火

に
先
立
っ
て
約
七
〇
七
年
の
鎮
静
期
あ
｡
､
安
永
噴
火

以
前
に
は
約
三
〇
四
年
の
鎮
静
期
が
あ
-
'
大
正
噴
火

以
前
に
は
約

二
二
二
年
の
鎮
静
期
が
あ
っ
た
｡
即
ち
活



動
休
止
期
の
長
n
は
有
史
以
後
約
二
二
二
の
等
比
級
数

を
以
っ
て
減
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
､
若
し
此
の
勢

を
以
っ
て
進
め
ば
次
の
楼
島
大
噴
火
は

一
九
卓

二
年
頃

と
な
る
琴
で
あ
る
.

和
銅
元
年
餌
ち
七

〇
八
年
の
活
動
と
天
平
賛
字
八
年

如
ち
七
六
四
年
乃
至
七
六
六
年
の
活
動
と
の
間
隔
は
約

五
六
乃
至
五
八
年
に
し
て
七
大
正
三
年
と
二

二
二
の
比

例
は
よ
っ
y
得
た
る
次
の

一
九
七
三
年
と
の
間
隔
と
類

似
し
て
ゐ
る
｡
大
森
博
士
は
是
等
の
古
記
錐
を
楼
島
の

活
動

に非
ず
,J
J想
像
さ
れ
る
が
'
銅
山
や
長
崎
鼻
熔
岩

の
如
き
生
々
し
き
地
形
は
寧

ろ
有
史
時
代
に
鬼
等
の
成

生
せ
る
革
を
物
語
っ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
｡
熱
79
史
に
岩

石
撃
的
ほ
之
を
見
れ
ば
､
両
地
鮎
の
熔
岩
は
其
の
後
恐

ら
-
七

〇
〇
年
を
経
て
噴
出
し
た
と
恩
は
る
文
明
熔
岩

と
は
重
-
輿

-
殆
ど
大
正
第

一
期
熔
岩
に
酷
似
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
｡
依
っ
て
若
し
此
の
順
序
が
娩

身
近

へ
さ

る
る
な
ら
ば
棟
島
は
大
iE
暁
火
後
七
〇
〇
年
休
止
の
後

再
び
文
明
熔
岩
と
粒
似
せ
る
化
撃
成
分
を
有
す
る
熔
岩

を
流
出
す
る
で
あ
ら
う
｡
但
し
活
動
鎮
静
期
は
之
れ
よ

棚
島
畷
火
の
雅
恕

-
は
進
は
長
-
千
六
官
年
以
上
に
及
ぶ
か
も
知
れ
氾
o

又
力
大
正
熔
岩
と
酷
似
せ
る
熔
岩
が
流
出
す
る
怒
ら
ば

一
九
七
三
年
頃
に
大
活
動
が
行
は
れ
る
か
も
知
れ
の
O

唯
此
の
中
間
の
時
期
は
大
活
動
の
起
る
乙
と
は
比
較
的

考

へ
難

い
こ
と
で
あ
る
｡

次
に
本
年
の
活
動
に
引
4
TJ櫓

い
て
近
-
横
島
は
大
活

動
が
起
る
と
は
到
底
考

へ
難
さ
rJ
と
h
l
二
二Pす
る
｡
そ

れ
は
大
正
噴
火
の
後
棒
島
及
び
耽
見
島
輝
北
牛
の
地
域

は
二
光
以
下
の
土
地
の
沈
降
を
行
つ
た
が
､
噴
火
後

TL

年
飴
を
綻
た
る
後
徐
々
に
之
が
懐
復
に
向
っ
て
ゐ
る
O

安
永
の
噴
火
及
び
大
正
噴
火
に
鋼
す
る
葡
記
は
噴
火
以

前
に
は
土
地
の
上
昇
著
し
-
.
可
成
-
人

の
性
悪
を
売

-
耕
庇
に
逢
せ
る
rJ
と
を
載
せ
て
ゐ
る
｡
然
し
最
近
に

行
は
れ
た
る
測
量
の
粧
英
は
よ
れ
ば
大
正
噴
火
以
後
沈

降
せ
る
土
地
の
快
復
は
大
正
噴
火
以
前
の
状
態

へ
の
牛

或
は
其
れ
以
下
に
達
し
た
る
に
過
ぎ
ず
地
下
岩
某
の
張

力
は
未
だ
梯
島
の
大
活
動
を
起
す
程
度
に
達
し
で
ゐ
な

い
革
が
明
か
で
あ
る
｡義:三

川
.L
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滅

終

二
十
四
谷

四

岩
石
化
笹
的
方
面
よ
り
考
察
せ
る

今
後
の
樺
島
火
山
活
動

緒
言
に

一
言
せ
る
如
-
文
明

｡
安
永
及
び
大
正
噴
火

の
際
洗
出
せ
る
熔
岩
が
鰻
基
性
の
槍
加
に
向

つ
て
規
則

正
し
さ
塵
化
を

不
し
て
ゐ
る
革
む
山
口
珊
学
士
は
僻
め

カ
O
即
ち
第

一
表
の
如
-
で
あ
る
O
而
し
て
梯
島
金
島

師
ち
北
岳
商
岳
の
蚤
噴
出
岩
を
通
じ
て
最
後
に
噴
出

さ

れ
た
大
正
第
二
期
熔
岩
よ
-
酸
性
在
る
岩
石
は
登
-
無

-
p
商
岳
基
底
な
る
南
岳
第

一
型
熔
岩
､
北
岳
最
下
低

の
熔
岩
と
=
心
は
る
多
孔
質
熔
岩
及
び
有
史
時
代
の
喰
班

物
と
瓜
は
る
る
鍋
山
噴
出
物
の
中
､
覇
鼻
筋

一
型
熔
岩

は
極
-
少
し
大
正
第

1
期
熔
岩
よ
-
盟
基
性
に
し
て
'

他
は
極
-
少
し
酸
性
在
る
も
'
殆
ど
之
に
酷
似
す
る
の

で
あ
る
｡
叉
ね
文
明
熔
岩
に
酷
似
す
る
も
の
は
北
岳
は

属
す
る
多
数
の
寄
生
火
山
に
見
出
さ
れ
､
安
永
熔
岩
に

酷
似
す
る
も
の
は
今
日
北
岳

･
南
岳
及
び
中
歯
の
主
階

を
覆
す
熔
岩
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡

以
上
の
如
-
文
明
活
動
後
三
回
の
大
活
動
に
際
し
比

較
的
近
代
に
噴
出
ざ
れ
た
各
種
熔
岩
と
酷
似
せ
る
熔
岩

箪 一 宏

ⅠⅠ ⅠⅠⅠ
′-..′一､ ′山 一･､
2 3 4 5

64.52 63.73 61.33 59.07

15.05 15.95 17.08 17.81

1.77 2.07 1.51 1.02

4.68 4.30 4.89 5.90

1.72 1.96 2.41 3.41

5.55 6.44 6.34 7.57

3.87 3.54 3.16 3.20

1.70 1.71 1.69 1.42

0.08 0.30 0.55 0.19

0.77 0.77 0.68 0.71

0.22 0.20 0.19 0.19

0.12 0.10 0.13 0.08

100.05 100.07 99181 100.57
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M
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即
応
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慧

54321

文
明
焼
山打
倒
秤
の
平
均
成
分

･ryY
永
熔
山空

1純

の
平
均
成
分

安
永
紡
島
中
硫
鮮
及
び
中
ノ
鳥
熔
岩
の
平
均
成
分

大
正
解

.I
期
熔
紫
六
稀
の
平
均
成
分

大
正
解
二
期
熔
岩

ti
稗
の
成
分

は
過
去
の
楼
島
活
動
に
際
し
て
蔑
皮
も
噴
出
n
れ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
.
而
し
て
有
史
時
代
に
於
け
る
大
活
動
及

び
有
史
時
代
に
形
成
せ
ら
れ
た
-
と
恩
は
る
る
地
形
は



悉
-
中
腹
以
下
は
見
出
n
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
ー
横
島

の
次
の
噴
火
は
雷
魚
山
腹
部
以
下
に
行
は
れ
る
も
の
と

考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
若
し
然
ら
ず
と
す
れ
ば
断
る

永
さ
活
動
休
止
の
後
北
魯
文
は
南
岳
の
山
頂
を
大
規
模

に
爆
破
す
る
猛
烈
在
る
ウ
ォ
ル
フ
の
所
謂
プ
-

ニ
ク
ス

式
活
動
が
起
る
べ
き
で
あ
る
｡

次
に
噴
出
せ
ら
る
べ
き
岩
石
の
化
撃
成
分
は
最
早
鰻

基
牡
鹿
豊
満
め
る
乙
I
r

が
出
水
沿
の
で
'
必
然
文
明
熔

岩
に
頻
似
す
る
成
分
に

掘
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
O
之

は
棟
島
の
永
-
行
以
凍
っ
た
活
動
の
歴
史
を
岩
石
学
的

に
回
顧
し
て
の
結
論
で
あ
る
.
然
し
若
し
艶
基
性
が
大

正
熔
岩
と
殆
ど
等
L
d
J熔
岩
が
も
う

一
皮
暁
闇
さ
れ
る

な
ら
ば
其
の
活
動
は

比
校
的
早
-
即
ち
既
述
の

一
九
七

三
年
頃
に
起
る
で
あ
ら
う
｡
若
し
大
正
熔
岩
よ
カ
数

qr
q

I
セ
ン
ト
以
上
珪
酸
分
の
少

5,
熔
岩
が
噴
出
さ
れ
る
様

な
活
動
が
起
る
な
ら
ば
之
は
横
島
の
地
下
に
新
岩
梁
の

注
入
の
行
は
る
る
こ
と
を
暗
示
す
る
79
の
で
､
此
の
熔

岩
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
カ
火
丘
は
敢
早
や
今
日
の
梯
島

火
山
で
は
な
-
別
箇
の
火
山
の
誕
生
と
考
ふ
べ
-
､
建

棲
梅
噴
火
の
汲
恕

散
rb
る
べ

き
火
丘
の
小
在
る
と
き
は
甚
し

い
爆
敬
を
伴

は
伯
が
'

活
動
の
休
止
久
し
さ
に
及
べ
ば
上
述
の
プ
リ

エ
ク
ス
式
の
活
動
が
麗
ら
最
初
に
は
多
少
酸
性
熔
岩
片

た
る
軽
石
を
ど
を
地
山
す
る
こ
と
が
あ
つ
て
も
活
動
は

永
檀
し
後
に
は
蚤

lL
パ
ン
敷
状
火
山
弾
或
は
紘
錘
形
火

山
弾
を
地
山
L
t
楼
島
は
蓬
は
グ

エ
ス
ブ
イ
オ
或
は
穣

同
山
の
如
き
二
兎
性
火
山
の
形
態
に
向
つ
て
進
む
べ
き

で
あ
る
｡

勿
論
此
の
如

き
大
活
動
は
遠

さ
撒
水
の
革
で

あ
る
が
'
償
島
の
此
の
攻
の
大
活
動
は

岩
石
化
撃
的
は

見
て
異
に
興
味
あ
る
分
岐
鮎
に
立
っ
て
居

る

の

で
あ

る
○此
の
休
止
期
が
久
し

さ
に
亘
る
に
従
っ
て
爆
発
的
に

な
る
と
考

へ
る
見
方
は

今
日
の
樺
島
噴
火
管
が
次
第
に

凝
固
し
て
行
-
場
合
を
想
像
す
る
か
ら
で
あ
る
｡
熟
し

l
方
地
下
の
状
態
を
考

へ
れ
ば
新
に
注
入
せ
る
岩
数
の

活
動
力
が
火
山
活
動
の
大
小
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
か

ら
外
的
櫨
件
だ
け

に
基

い
で
時
間
と
爆
聴
力
と
の
大
小

を
推
定
す
る
轟
は
出
水
ぬ
｡
飴
し
串
は
此
の
地
域
に
於

い
て
は
地
下
操
魔
の
岩
薬
張
力
が
昭
和
九
年
に
誕
生
せ

真

正

四
三



地

球

節

二
十
凹
替

る
新
硫
黄
島
か
ら
排
出
さ
れ
る
望
み
が
多
分
は
あ
る
輩

が
霧
島
の
存
在
と
共
に
弦
で
注
意
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
伯
o
叉
た
有
史
時
代
の
例
に
腐
れ
ば
文
明
熔
岩
の
如
-
酸

性
の
も
の
で
は
活
動
期
間
長
-
し
て
熔
岩
の
流
出
量
が

少
-
.
頗
基
性
の
も
の
は
之
と
反
封
で
あ
る
O
之
は
酸

性
岩
県
が
揮
聴
成
分
を
多
量
に
含
有
し
.
之
が
逸
田
せ

ん
と
す
る
カ
が
火
山
活
動
と
在
っ
て
現
れ
､
液
相
た
る

岩
碇
主
機
の
張
力
は
左
程
腫
-
夜

い
た
め
で
あ
る
｡
之

に
反
し
盟
基
性
岩
壁
で
は
揮
教
成
分
の
含
有
比
畳
が
少

-
液
相
中
は
あ
っ
て
内
部
張
力
の
形
で
岩
壁
白
髄
の
上

身
を
助
け
る
の
で
あ
る
｡
即
ち
瓦
斯
鰭
が
畢
猟
に
逸
出

す
る
場
合
で
は
兵

の
逸
出
が
上
層
よ
み
次
第
に
下
層
は

及
び
久
し
き
些
且
る
の
で
あ
る
が
'
岩
壁
自
性
が
地
表

に
流
出
す
る
場
合
に
は
張
力
の
過
剰
は
之
に
よ
っ
ttJ
容

易
に
除
か
れ
て
仕
舞
ふ
の
で
あ
る
｡
而
し
て
前
者
は
之

を
抑

へ
る
こ
と
が
出
凍
る
が
'
後
者
は
之
を
軸

へ
る
こ

と
が
出
水
在

い
｡
即
ち
文
明
の
噴
火
は
活
動
的
在
る
も

活
動
力
顔
-
大
正
噴
火
は
静
的
ほ
し
で
其
の
勢
力
が
大

筋

五
紙

三
宍

四
四

き
か
っ
ね
と
皿
は
れ
る
｡

此
の
如
-
岩
壁
の
化
学
成
分
と
揮
散
成
分
含
有
此
畳

と
の
間
に
存
在
す
る
抽
係
が
楼
島
の
有
史
時
代
に
於
け

る
火
山
活
動
の
形
式
は
多
少
影
響
し
て
ゐ
る
棟
に
見
え

る
の
は
興
味
あ
る
事
で
あ
る
O
勿
論

一
方
活
動
休
止
期

の
長

い
轟
揮
被
成
分
の
張
力
が
大
と
在
る
と

い
ふ
逆
説

も
成
立
す
る
が
､
岩
礁
進
化
の
大
勢
も
火
山
活
動
の
貸

倒
も
珪
酸
分
の
高
さ
滞
概
し
て
爆
敬
性
で
あ
る
轟
賓
は

.#
硯
す
る
こ
と
が
出
裸
ぬ
o

結

語

以
上
述

べ
衆
力
所

を
要

約
す

れ

ば
次

の
加
-
ほ
在

る
〇一
､
大
正
熔
岩
と
酔
似
せ
る
熔
岩
が
流
出
せ
ら
る
る

な
ら
ば
次
の
大
噴
火
は

一
九
七
三
年
前
後
に
起

-
､
従

来
の
如
-
山
腹
に
於

い
て
爆

発
と
熔
岩
流
出

と
を
行

ふ
｡二
､
次
の
大
噴
火
は
文
明
熔
岩
の
如
き
酸
性
熔
岩
が

洗
出
せ
ら
る
る
夜
ら
ば
情
動
鎮
静
の
時
期
は
史
に
七
〇

〇
年
或
は

〓
ハ
0
0
年
も
潜
-
で
あ
ら
う
｡
其
の
爆
敬



の
位
置
は
明
か
で
覆
い
が
七
〇
〇
年
後
は
大
沼
動
が
起

る
怒
ら
ば
山
腹
噴
火
が
夜
は
可
能
と
恩
は
れ
る
｡

三
七
次
の
大
噴
火
に
於
い
て
大
正
熔
岩
よ
か
･鮭
基
性

在
る
熔
岩
が
流
出
さ
れ
る
怒
ら
､
最
早
其
の
噴
火
は
今

迄
の
楼
島
火
山
の
活
動
と
し
て
取
扱
は
れ
る
事
が
出
来

沿
｡
此
の
如
き
大
噴
火
の
起
る
べ
d
tJ時
期
は
線
断
を
許

さ
伯
が
､

一
九
か
二
二
年
頃
よ
-
以
後
に
轍
縛
す
べ
き
休

止
期
の
永

さ
轟
爆
教
性
と
在
る
べ
き
で
あ
る
｡

四
.
大

正
噴
火
に
よ
っ
て
沈
降
せ
る
梯
島
及
び
総
見

島
帝
北
牛
地
域
の
上
昇
は
末
だ
其
の
沈
降
畳
の
牢
を
横

森
せ
る
に
過
ぎ
ざ
る
む
以
っ
て
地
力
撃
的
ほ
近
-
大
噴

火
が
起
る
も
の
と
は
考

へ
ら
れ
粕
｡

玉
.
次
の
大
活
動
も
有
史
時
代
の
例
の
如
-
前
駆
た

る
小
噴
火
を
持
つ
か
少
-
と
も
火
山
性
地
震
の
頻
教
を

以
っ
て
前
兆
が
示
さ
れ
る
｡

園
に
楼
島
の
繰
倉
的
火
山
地
質
学
的
報
告
は
最
近
難

詰

｢
火
山
｣
第
二
懸
三
挽
上
に

｢
日
本
火
山
誌
｣
第

1

稗
と
し
て
編
輯
さ
れ
た
｡

良

人

退

却

の
朝

鮮
〇滴

洲

(
一
傭
人
記
者
の
溝
鮮
視
察
記
)

日
本
の
満
鮮
拓
殖
の
動
機

遠
-
か
ら
物
を
眺
め
て
ゐ
る
歓
洲
人
に
は
.
敢
初
に

朝
鮮
､
次
で
浦
洲
､
そ
し
て
数
週
間
前
か
ら
は
溝
洲
に

白
人
追
却

の
糊
肝

｡
鵬
洲

高

木

直

明

隣
接
す
る
支
那
河
北
地
方

へ
と
延
び
る
H
本
の
ア
rr,h
ヤ

大
陸

へ
の
膨
脹
の
動
機
は
'
人
口
の
過
剰
と

(
一
年
に

甘
常
人
噂
加
)
､
乙
の
過
剰
人
口
を
収
容
し
養
ふ
べ
き
士

薫
七

四
五


